
今回、中央大学で行われた秋のスポーツ大
会のミニサッカー部門で、優勝しました。

ふりかえってみると優勝への道のりは、長く険
しいものでした。今回の大会はキャプテンの松
田広大君を中心に上原けんたろう、荻野駿、松
本大樹、加賀ゆうた、桜井純一、前谷直紀、と
いうサークル仲間でガンナーズというチームを
作りました。松田キャプテンには大会への応募
をしてもらったり、日程の連絡をしてもらった
りと、いろいろやってもらって本当に感謝して
います。
　大会１日目は難なく突破したもの、雨により
２日目が延期となり、次の週にメンバーの予定
があいているか、必要なメンバー６人がそろう
かが不安でした。そして一週間がたち、大会当
日集まったのはよかったものの、６人というメ
ンバーは控えの選手がいないということでもあ
り、１人でも欠けられない状態で１日５試合を

戦わなければなりませんでした。１，2試合目
は失点を許したもののなんなく勝ち上がること
ができましたが、３試合目くらいから交代する
ことなく戦い続けたメンバーには疲れが見え始
め後半になると動きが止まってくるという状態
でした。特に準決勝の稲中サッカー部戦は死闘
を繰り広げました。稲中サッカー部というチー
ムにはストライカー今井けんご選手がいて、楽
に勝てる相手ではないないと感じながら試合に
臨みました。前半開始早々１点を決められ、後
半開始直後に相手のストライカーの今井けんご
選手にミドルレンジからめがさめるような鋭い
シュートを決められ２点差となりました。そこ
から動かない体に鞭をうつようにがむしゃらに
走り、何とか同点に追いつくことができ、そし
て試合終了直前にキャプテン松田広大君が劇的
な決勝点を決めて決勝進出を決めることができ
ました。決勝戦は両チームとも満身創痍でのぞ

秋のスポーツ大会 ――――――――――――――
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キーワードは冒険、チャレンジ、共働、喜び、達成感・・・
日本有数の豪雪地帯・信州小谷で、ブナ原生森や雄大なアルプスに囲まれて過ごす４日間。
非日常空間での冒険を通して、自分自身を見つめてみませんか？

日　程：２００５年２月末～３月初旬の３泊４日（予定）
場　所：長野県小谷村
定　員：１８名（予定）
参加費：２０，０００円前後（予定）※交通費が別途必要になります。

「雪山での生活なんて・・・俺（私）には無理っ！」
そんなことはありません。
ひとりではなかなか体験できないことも、みんなと一緒なら大丈夫。
雪洞やかまくら造り、かんじきをはいてのスノーハイク、ネイチャースキーなど、
大自然のなかで、学部・学年を超えた交流をしてみませんか？
中央大学学生部と冒険教育活動のスペシャリストOutward Bound School（OBS）
がみなさんをサポートします！

☆申し込みに先立ち、説明会を実施します。
☆詳細が決まり次第学生部ホームページ（http://www2.tamacc.chuo-u.ac.jp/gakuseibu/）
　ならびに学内掲示でご案内しますので、ご確認ください。

冬季セミナー ～仲間と楽しみ、考え、チャレンジする。そしてやりとげる～
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